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(チ ュ ラー ロ ン コー ン大学)
イン ドシナ半島の西部 とマレー半島の北部に位置するタイ王国は、現在51,4万km2
とい う世界第49位 の総面積 と、世界第19位 の約650万 人 の人 口を有 している。タイ と
い う国家が初めて形成 されたのは、タイ民族に よって13世 紀スコータイ王朝 とい う
時代で、その王朝 の誕生 は現在の首都のバンコクか ら北方約600㎞ 離れているスコー
タイ県であった。
タイ と日本 との初の直接交流は、約600年 前 タイのス コータイ時代 と日本 の第90
代天皇である亀 山天皇 の時代 に当たると言われているが、 日本 との文化交流は、本
来現在のタイの国土の中心をなすチャオプラヤー川流域 の平原地域 に8世 紀頃か ら
は じまったと考 えられ る。
荼 罠西ノ,京〆こ卩今なお7～8置 寵 のわが/野の汐塀 ・天iiの 文 准の香 クを広:える
培礫 砺寺の本導 である薬砺三享濛の台,座に薀 か虎 老寂羨な、西鰄増方 の影響
ら〃ヲえる置界的広'がクを、蟹わぜ'る図薇が考落 だしが、そのノt物濛ぱ、タイ,から出
士 ナ69置 舟 に栄,之たモン荻 の美 笏碣/こ似 でいるま〃、ラ。着ヲ〃教疫ぽ、薬勲
笑 を鋳造 ナる際、諭 ケの妙薬 を持参 乙たノt々/こ厩 誑の、意をこめ で、庁綣 母本ス
がカ み込んだの であろラ。,H本 〆こﾎ:ス さカ る杢薬 ぱ、一疲 〆ご葵方、と解ん で〃、る
が、その多 ぐぽ中画静窃か らイン ドシナ≠島が羅 増 であると,述べ でお られる1。
1松 井嘉和(1999)『 タイにおける日本語教育一 その基盤 と生成 と発展一』。松井は さらに、綾
部恒雄、永積昭編(1982)『 もっと知 りたいタイー もっ と知 りたい東南アジア1』 を参照に
している。
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タイにお ける 日本研究
日本への興味は、歴史研究の史料や残 された遺物に よると、昔か らずっと続 いて
いるようである。た とえば、明治時代に当た るラーマ5世 時代の宮廷では、 日本人
のシルク製造の職人や法律の専門家を招待 して、 日本 の技術 ・知識 を教わっていた
とい う歴史の記録が残 されている(Chatthip,1983)2。
しか し、「日本研究」 と言 えるような学問は、そ の100年 後、つま り戦後の1960
年代か ら始まった。PasukPhongpaichit(2007)は60年 代か らタイにお ける 日本研究
を次の四つの時代に分類 した。
①60年 代:自 国を理解す る
②70年 代:経 済的大国 となった 日本 を学ぶ
③80年 代:タ イに大きな影響 を及 ぼす 日本 を知る
④90年 代か ら現在まで:グ ローバル化時代の 日本 として
日本研究 とい う分野は、60年 代 のタイ においてまだ珍 しかったとい うものの、戦
後 の 日本 は経済発展が以前 よりずっ と急激 に向上 した ことによって、アジア全般に
ついて興味を持つタイ研究者たちは、 日本 とい う国そのものを理解す るためではな
く、戦後 に類似 したよ うな問題 を抱えた 自国のタイ を理解するために、戦後か ら早
くも復活 した 日本を模型 として比較研究 を進 めた。
70年 代初期に入 ると、世界 中にオイル ショックと経済混乱が起 こり、石油危機や
イ ンフ レにうまく対処 した 日本 は、群 を抜いて巨大 な経済力を有 してい る大国 とし
て注 目された。それ と同時に、日本政府側は、「国際交流基金(TheJapanFoundation)」
とい う組織を通 して、 日本研 究助成金 を援助す るプログラムを世界中に広 げて、タ
イ の研究者 もその勢いで特 にアジア地域における日本の巨大な影響を研究せ ざるを
得 なかった。
70年 代の経済危機 か ら回復 期を乗 り越 えたタイは、80年代に入 ってまもなく盛ん
な時期を迎えた。その回復 をもたらした一番大きな原因は、 日系企業か らの投資で
ある。タイの経済及び社会 に大い に影響 を与える日系企業、特にSMEsと い う日系
の中小企業のおかげで、タイの研究者た ちはさらに 日本の経済や政治に目を向け、
日本政府がタイにおいて どんな経済対策 を持つのか、急激 に増えてきた 日系企業は
どうい う動機でタイ市場に投資 したのか、または 日本式産業や会社組織 ・日本人の
働 き方 とはどうい うものなのかなど、できるだ けタイの経済に関わるすべての要素
を徹底的に研究する傾 向が見 られた。
このよ うに80年 代には経済や ビジネスに向ける 日本研究が主流 として続々 と成
長 してきたのであるが、それ以外の分野、た とえば文化や歴史などに対する興味 も
2ChatthipNartsupha,"JapaneseStudies",inSakonPhongphaisan(ed.),IntheAcademicCircle,
Bangkok,Sangsan,1983.
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少 しず っ 高 ま った。 た だ し、 当時 日本 語 が読 める学 者 が まだ少 なか った た め、 そ の
研 究 の元 とな る参 考 文献 の ほ とん どは 、 世界 中で既 に よ く知 られ て いた 英語 で書 い
た もので あ った。 そ の代 表 と して、EzraF.Vogel著 の 『JapanasNumberOne』 、Ruth
Benedict著 の 『TheChrysanthemumandtheSword(菊と刀)』 な どが挙 げ られ る。
日本 に興 味 を持 つ タイの研 究者 、特 に 日本 政府 か ら奨学 金 を も らって 日本 の大 学
で教 育 を受 けた タイ の研 究者 は、90年 代 か ら様 々 な分 野 で活躍 して い る。経 済や 政
治 につ い て の研 究 は、80年 代 とほ ぼ変 わ らず 日本 とタイ との 関係 、あ るい は 日本 と
東 南ア ジ ア との 関係 とい うこ とが 中心 とな って い る一方 、 日本 とい う一 つの 国 と し
て の理解 を深 め るた めに、 日本 の歴 史 ・文 化 そ の もの に興 味 を持 っ学者 も増 えて い
る。PrinceShotokuandHisRoleonBuddhismbyKanokwanSuthiporn(2002);Emperor,
Nobles,WarriorsandMerchantsinPre-ModernJapaneseSocietybyPipadaYoungcharoen
(2003)な どが そ の代 表 であ る。
また 、21世 紀 の グ ローバ ル化 時代 に生 き てい る若 い世 代 の研 究者 た ちは 、日本 の
ポ ップ カル チ ャー に ほ とん どの興 味 を 占め られ る た め、 近 い 将 来 に は 日本 の マ ン
ガ ・ア ニ メ ・音 楽 ・流行 な どとい う新 た な方 向性 の研 究 も どん どん増 え続 け る と予
想 され る。
日本語教育 と古代 日本文学受容の実態
タイにお ける古代 日本文学受容 の実態 を検討す る前に、遡 ってまずタイにおける
日本語教育史に少 し触れてお きたい。
国際交流基金 が提供 した 日本語教育実施状況情報による と、タイにお ける戦後 の
本格的な 日本語教育は、1960年 代中頃、タマサー ト大学およびチュラー ロンコーン
大学に 日本語講座が設 けられた ことに よって始 ま り、バンコクの総合大学を中心に
進んできた。
その後 、日本語教育は徐々に他の総合大学へ と広 ま り、1981年 になると後期中等
学校(高 校)の 第二外 国語の一つとして正式に 日本語が加 えられた ことによって、
中等教育段階でも 日本語教育が始 まったのである。
日本語 に対す る関心が次第 に高ま り、後期中等学校 の学習者が増加 していくうち
に、各地域にある地域総合大学(旧 教育高等専門学校)に も 日本語講座開設が増 え
てきた。それぞれの地域総合大学に勤めている教師や 日本語 ・日本文学 に興味を持
っている人か らの需要に応 じて、1997年 にタマサー ト大学に大学院 日本研究科が開
設 され、その2年 後にチュラー ロンコー ン大学に 厂日本文学 ・日本語」専攻の大学
院が開設 された。
しか し、古代 日本文学研究はタイにおいてあま り扱われ ていないよ うに見受け ら
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れ る。そのわずか少ない数の うち、ランシマー ・ブンシンスック氏3の 「『小野小町
集』全評釈 と小町歌の研究」、ア ッタヤ ・チ ョーティカプラカーイ氏4の 「『源氏物語』
藤壺 の宮の出家」 「『源氏物語』にお ける空蝉の出家」「『源氏物語』の出家の表現一
男女の違いをめ ぐって一 」、それに、"Thepillow-bookofSeiShonagon"と い う 「枕草
子」か ら英語に訳 した作品を考察 したソー ・シワラック氏の 「枕草子に関するノー
ト」 とい うよ うな研究が挙げられる。
それ に対 して、近世 日本文学や近代 日本文学の方が相対的にタイ の研究者 に興味
を示 され るよ うに思われ る。例を挙 げてみれば、ピヤチッ ト・ターデーン氏の 「川
端康成論」、サオワラック ・ス リヤ ウオンパイサー ン氏の 「能 に見る親子像」「謡 曲
にみる娘の姿」、モンター ・ピム トー ン氏 の 「芥川龍之介の小説 における基本的構造」
な どが挙げ られ る。それに加 えて、チュラー ロンコーン大学 「日本文学 ・日本語」
専攻の大学院では、近世文学近代文学 を扱 う修士論文が古代文学 より遥かに多い と
い う傾 向が見 られ る。
タイでは、現在テキス ト ・新聞 ・雑誌 ・漫画 ・テ レビ ・音楽な どを通 して、 日本
の経済 ・政治 ・社会 ・技術 ・流行 ・生活空間な ど様々な分野へ関心が大いに寄せ ら
れている。タマサー ト大学やチ ュラーロンコー ン大学 といった国立大学に大学院を
設置 した ことによって、さらに 日本 についての研究が盛んになったよ うに見 える。
ところが、経済や政治などについての 日本研究が盛んにな りなが らも、上述 したよ
うに 日本語や 日本文学についての研 究は意外 にもごく少ない。それは経済や技術 な
どとい う分野か ら離れた 日本文学 を研究する人が少ないからであろ う。 日本やアメ
リカな どへ留学 した経験のあるタイ人の 日本文学研究者 たちは、帰国後、教育機 関
で 日本語の学習者 の需要 を満 たすために 目本語の授業にほとん どの時間を奪われ、
研究そのものに励 む時間はほんのわずか しかない とい う意見 もある5。また、海外か
ら帰国 した 日本文学研究者たちは、 日本文学を研究 し続けるより翻訳 の仕事 に目を
向けて しま うとい う実状 もある。その上、タイの人々にはあま りにも日本文学 に関 ・
す る知識が不足 しているため、 日本文学 についての論文が公開 されても理解で きる
人がなかなかいないとい う問題 に直面 しているとナイヤナー ・チ ッ トランサ ン6は述
べている。従って、現在 タイにおいて 日本文学 を研究するとい うよ りも、先 に 日本
文学をタイ語 に翻訳することでタイ人に 日本文学に触れる機会を増やす ことの方が
優先 され るのではないか と同氏はい う。
なお、初 めてタイ語 に翻訳 され た 日本文学は、「不如帰」とい う徳富蘆花の作品で
ある。今か ら約50年 前1954年 に有名な翻訳家 のアマ ラワデ ィによって翻訳 され、
3京 都 大 学 大 学 院 人 間 ・環 境 学 研 究 科 博 士 号 取 得 。
4大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 博 士 号 取 得 。
5ア ッ タ ヤ ・チ ョ ウテ ィ カ プ ラ カ ー イ 、 マ ッ タ ナ ー ・チ ョ ト ゥ ラ セ ン パ イ ロ ー ト(2000)「 タ
イ に お け る 日本 文 学 」 『詞 林 』 第28号.
6NaiyanaChitrangson,(1990),AContentAnalysisofJapaneseLiteratureTranslatedintoThai,
ChulalongkornUniversity:Bangkok,1990
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ある週刊誌に連載 された。ただ し、アマラワディ氏は原文か らではなく、「NAMIKO」
とい う英語訳 の本から翻訳 したのである。それ以後 、 しき りに出版 されていたとい
うほ どでもないが、タイ語訳の 日本文学は英語訳や フランス語訳の 日本文学 からタ
イ語に翻訳 され、次々 と市場 に出され たようである。例えば、芥川龍 之介の 「藪 の
中」、竹山道雄の 「ビルマの竪琴」、川端康成 の 「山の音」「雪国」、三島由紀夫の 「潮
騒」「午後の曳航」、小林多喜二の 「蟹工船」、谷崎潤一郎の 「鍵」などが挙げ られる。
このよ うに、タイ語に訳 され た 日本文学 も、 日本文学研 究と同様、近代文学作品が
中心 とな り、残念なが ら古代文学作品のタイ語翻訳 は70年 代まで一切見当たらなか
った。
1977年 になってや っと直接 日本語か らタイ語 に翻訳 され た作品が登場 した。それ
はチュラーロンコー ン大学文学部 日本語講座 によって、国木 田独歩の 「春の鳥」、森
鴎外 の 「高瀬舟」、芥川の 「蜜柑」、川端の 「伊豆の踊 り子」な どといった12の 短編
小説 から成 る 「日本近代文学短編選第一集」 とい う作品である。 さらに、その2年
後の1979年 に、タマサー ト大学 日本講座の学生たちによって 日本古典文学作 品 「古
事記」がタイ語に翻訳 された。ただ し、タイ語版 の 「古事記」は原作か ら翻訳 され
たものではなく、短編 の 「古事記物語」か ら翻訳 されたものであるが、この作品こ
そがタイ語 に訳 された唯一の古代 日本文学 とも言 えよう。
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